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１ エコアクション21に基づく環境経営システムを構築し､次の事項を重点的

P-１

   制定　　2018年　6月　１日
　 改訂    2020年　5月　１日

         　         　    株式会社　  オネスト

        　代表取締役　矢作　将彦

 

① 　産業廃棄物の適正処理

②   受託廃棄物の資源化率向上

③ 　省エネルギー（電気、燃料）による二酸化炭素排出量の削減

④ 　水使用量の削減

⑤   環境配慮型工事施工の推進

⑥　建設廃棄物の発生抑制、建設副産物の資源化率向上

２　環境関連法規等、関係法規を遵守します。

３　環境経営方針を全従業員に周知する。

４　行政機関などの環境保全施策に協力するとともに、地域における環境保

    全活動に積極的に参画し、社会貢献活動を推進します。

    に取り組みます。

  　　環　境　経　営　方　針

環境経営理念

  株式会社オネストは、産業廃棄物処理業者・建築解体業者として環境負荷を

継続的に改善して環境の保全に努めるとともに、受託した産業廃棄物は適正な

処理と資源化を図り、また、工事は環境に配慮した施工を行うことにより地域及

び地球環境への影響軽減を目指します。

環境保全への行動指針



         　　　株式会社　オネスト　　　代表取締役　　矢作　将彦

　　　 ３）資　本　金　　　　　　　２０００万円

 

      ５）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

         産業廃棄物の収集運搬業及び処分業(破砕・圧縮梱包)、とび・土木工事

P-2

　スクラップの加工処理及び売買、とび・土木工事業、解体工事業

  産業廃棄物の収集運搬業及び処分業、鉄・非鉄金属類

  　　　　新木場リサイクル工場  　 ：　東京都江東区新木場4-3-26

           新木場スクラップヤード    ：　東京都江東区新木場2-7-1

             環境管理責任者　：　蛯子　雅秀　　　

　　　                                                               　　  

             担当者　　　   　　  ：　矢作　祐介　　　

　　　  　 連絡先              　 :  電話   03-3522-5300

　　　　　　                      　  :  FAX   03-3522-4153

　　　　　 E-mail　　　　　    　 ： y_yahagi@honest-recycle.co.jp 

　　　　 　ホームページ         :  http://www.honest-recycle.co.jp

       ６）事業活動の内容　

           本  　　　　　社　   　　　　  ：  東京都中央区日本橋中洲11-14-103　（登記上）

　１.　組織の概要

　　　１）事業所名および代表者名

　　　２）設立年月日   　　    平成11年８月９日

　　　４）所　在　地



７）事業の規模

産業廃棄物

ｔ

収集運搬量 13,037 16,993 18,338 12,742

中間処理量 35,859 28,769 27,185 27,784

スクラップ処理量 5,897 6,026 7,127 3,544

百万円 1,875 2,074 2,534 2,291

人 52 52 55 56

（新木場リサイクル工場） 48 48 51 52

（新木場スクラップヤード） 4 4 4 4

ｍ2 2460 2,460 2,460 2,460

（新木場リサイクル工場） 1530 1,530 1,530 1,530

（新木場スクラップヤード） 930 930 930 930

＜元請工事業務等＞

規模(金額) 内容・工事期間 環境配慮事項 使用建機等 発注元

3件 解体工事

27.67百万 R5.1.11~R5.3.1

＜下請工事業務等＞

規模(金額) 内容・工事期間 環境配慮事項 使用建機等 発注元

1件 解体工事

7.15百万 R4.7.19~R4.8.5

P-3

民間

工事・業務等の名称

西馬込・河原マンションⅠ期新築工事
粉塵対策・規制適合車

省エネ重機使用
ユンボ 民間

ユンボ

建設業

工事・業務等の名称

(仮称)向島3丁目既存建物解体工事
粉塵対策・規制適合車

省エネ重機使用

2021年 2022年

敷地面積

活動規模 単位
2017年

登録初年度
2019年
（基準年）

取扱量

売上高

従業員



　　　　　　　役割・責任・権限等

 環境経営に関する統括責任者

 環境経営管理責任者の任命

 環境経営方針の策定・見直し

 環境目標・環境経営活動計画書の承認

 代表者として全体の評価と見直しを実施

 課題とチャンスの明確化

 環境経営活動レポートの承認

 環境経営システムの構築、実施管理

 環境関連法等のとりまとめ表作成及び遵守評価の実施

  環境経営目標・環境経営活動計画書の作成

 環境負荷並びに環境への取組の自己チェックの実施

 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

 環境管理責任者の補佐

 エコアクション２１の推進事務局

  環境経営活動レポートの作成、公開

 環境経営活動計画書原案の作成

 各担当部門における環境経営システムの実施

 各担当部門における環境経営方針の周知

 各担当部門の問題点抽出と是正、予防処置の実施。

 必要に応じて手順書作成し運用管理する

P-4

　　　　　

代表取締役

環境管理責任者

環境管理担当者

各部門責任者  各担当部門に関連する環境経営活動計画実施及び達成状況の報告

全従業員
環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚し、決められたことを守り、
自主的・積極的に環境改善に取り組む

9)　対象範囲　　　当社は全組織・全活動を対象としている。

新木場リサイクル工場・新木場ｽｸﾗｯﾌﾟﾔｰﾄﾞ 工事現場

佐藤眞智郁(新木場ｽｸﾗｯﾌﾟ工場)

<役　　割＞ <役　　割＞ <役　　割＞ <役　　割＞ <役　　割＞

・社屋施設（工場、新木場スク
ラップヤード）管理
・電気、ガス、水道、燃料管理
・環境管理

・廃棄物、解体工事の営業
全般

・廃棄物処理の管理
・破砕機等設備機械管理
・重機及び燃料の管理

・取運部門全体管理
・収集現場対応
・車両運行管理
・車両燃料管理

・解体工事現場管理
・工事現場環境管理

工事現場責任者

矢作　祐介　 渡邉　真士 土田謙太郎(新木場ﾘｻｲｸﾙ工場) 久保　修一 梅津忠明

８）　環境経営システム推進実施体制

代表取締役　矢作　将彦

環境管理責任者　蛯子雅秀

環境管理担当者
矢作　祐介

施設管理部門責任者 営業部門責任者 中間処理部門責任者 収運部門責任者



10）各種許認可の内容

■

東京都 13-00-070680
令和2年 7月 7日

令和7年 7月 6日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千葉県 01200070680
令和3年 2月 8日

令和8年 2月 7日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埼玉県 01101070680
令和3年11月25日

令和8年 1月25日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神奈川県 01403070680
令和2年10月20日

令和7年 9月28日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨城県 00801070680
令和3年11月17日

令和8年 2月24日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県 01101070683
令和3年 1月26日

令和8年 1月25日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

群馬県 01000070680
令和3年 1月 4日

令和8年 1月 3日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山梨県 01900070680
令和3年 3月31日

令和8年 3月30日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

静岡県 02201070680
令和2年10月16日

令和7年10月15日
○ ○ ○ ○ ○ ○

（２）産業廃棄物処分業

東京都 13-20-070680
令和4年 5月11日

令和9年 5月10日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 13-50-070680
令和2年9月12日

令和7年9月11日
○ ○ ○ ○ ○ ○

神奈川県 01453070680
令和2年12月9日

令和7年 9月4日
○ ○ ○ ○ ○ ○

　　④特定有害産業廃棄物（ア廃石綿　イ.金属等＜許可証記載参照＞を含む廃棄物）

■ 建設業 　

■ 古物商

         　         　  産廃エキスパート(第1種評価基準適合業者)

●

エコアクション21

●

P-5

・ 産業廃棄物収集運搬・処分（中間処理業：破砕分・分別・選別）、鉄・非

鉄金属類スクラップの加工処理及び売買、とび・土工工事業、解体工事業

・認証・登録番号

0012613

・認証･登録日　　2018年12月19日

・有効期限　  　　2023年6月29日

東京都公安委員会　許可番号　第301051705335号

≪　各　種　認　証　≫

中間処理業　                  認定番号 6-22-C0017 （有効期間　　 2023年４月１日～2026年３月３１日）

収集運搬業　                  認定番号 6-22-A0018 （有効期間　　 2023年４月１日～2026年３月３１日）

※　特別管理廃棄物の種類は①廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）、②廃酸（ｐH2.0以下のもの）、③廃アルカリ（ｐH2.5以上のもの)、

とび・土木工事事業、解体工事業
東京都知事許可

許可番号（般-4）第119516号

（有効期間）

2023年3月5日～2028年３月4日

 (３）特別管理産業廃棄物収集運搬業　　

○

○

○

○

○

○

○

鉱

さ

い

が

れ

き

類
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ん

○
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　　＜許　 認　 可 　内　容＞

業の区分

（１）産業廃棄物収集運搬業 産  業  廃  棄  物  の  種  類

都道府県 許可番号

許可年月日

及び

有効期限

燃

え

殻

汚

泥

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

類



中　間　処　理　施　設　　　（　新木場リサイクル工場　）

・　施設所在地　　東京都江東区新木場4-3-26、27

施設種類 (混合処理能力) (主な資源化方法)

【破　　砕】 RPF原料

設置年月日 原材料化

平成19年4月20日 原材料化

燃料化

【圧縮梱包】 RPF原料

設置年月日 原材料化

令和3年5月5日 原材料化

燃料化

【破　　砕】 RPF原料

設置年月日 原材料化

平成30年2月17日 原材料化

燃料化

・　施設所在地　　東京都江東区新木場２-６－７

（主な資源化方法）

売却

売却

売却

売却

売却

売却

売却

売却

         　         　    株式会社　  オネスト

P-6

鉄スクラップ

非鉄金属スクラップ

ユニット型エアコンデショナー

電気冷蔵及び冷凍庫

テレビジョン

パソコン

プリンター

蛍光灯器具・電気照明器具

　　　　　　　　　　　　　　　　（新木場スクラップヤード）

　東京都江東区新木場2-7-1

処理施設の設置

場所、設置年月

日、施設の種

類、産業廃棄物

の種類、処理能

力、処理方式、

構造・施設の概

要

・　設置内容　　　　有害廃棄物保管　使用敷地　　　　

・　設置年月日　　平成１９年３月２９日　　　（設置時、届出義務なし）

・　有価廃棄物保管場所５５０㎡、駐車場３７０㎡

　(注)　廃掃法の改正:１７条２の 規定により、平成３０年９月３１日「有害廃棄物保管所」届出。

　　　　　主な保管品目等

【選　別】

廃プラスチック類 ３．０　トン/日

４．２　t/日
紙くず ４．２　トン/日

木くずくず ４．８　トン/日

繊維くず ４．７　トン/日

廃プラスチック類 １６８　トン/日

１８２   t/日
紙くず １８７   トン/日

木くずくず ２９０   トン/日

繊維くず ２０４   トン/日

11）   施設等の状況

処理施設の設置

場所、設置年月

日、施設の種

類、産業廃棄物

の種類、処理能

力、処理方式、

構造・施設概要

・　許可番号　　　１３-２０-０７０６８０

・　許可内容　　　　破砕・圧縮梱包

産業廃棄物の種類 個別処理能力

ゴムくず １０．９　トン/日

４．５　t/日
金属くず ３４．０　トン/日

ガラス・コンクリト・陶磁器くず ４．１　トン/日

がれき類 ４．１　トン/日



、

ロール
スクリーン

①へ

最終残渣 トロンメル
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搬
　
　
出

圧縮梱包物 圧　縮　梱　包　機

有価物
再資源化物

①
磁力選別

手選別ラインでの選別作業により、廃プラスチッ
ク、アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、木くず、

紙くず、非鉄金属等をピッキングする
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12）　産業廃棄物処理フロー

●　新木場リサイクル工場（第一工場）

第二からの搬送物 ①へ
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13)　保　有　車　両

NO 車体の形状 車両番号 型　式 最大積載量 車検有効期間 備　　　考

脱着装置付コンテナ専用車 足立430　て　5300 TKG-NKR85AN 3,000㎏ 4400×1690×1980 R5.11.25 ※3ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 足立100　そ　7834 TKG-FRR90S2 3,900kg 5870×2200×2470 R6.4.12 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 江東100　さ　187 2RG-FRR90S2 3,600kg 5870×2200×2460 R6.3.23 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 千葉　100　た　869 TKG-FC9JEAA 3,950kg 5850×2230×2420 R5.12.25 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 江東　100　さ　284 2RG-FRR90S2 3,600kg 5870×2200×2460 R5.10.27 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 千葉　131　な　11 KK-FK71GE 3,900kg 5830×2170×2430 R5.12.20 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 江東　110　さ　3 TKG-FK61F 3,550kg 6170×2190×2420 R6.2.17 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 足立101　や　5 TKG-FK71F 3,650kg 6170×2170×2440 R6.3.30 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 足立131　す　6 2KG-FK61F 3,600㎏ 6130×2280×2430 R5.8.29 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 足立100　た　8003 PA-FRR34G4 3,550㎏ 6190×2200×2480 R6.4.1 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 江東　100　せ　1 ADG-FRR90G3 3,800kg 6180×2200×2480 R6.4.7 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 江東　100　さ　316 2RG-FRR90S2 3,750㎏ 5960×2200×2470 R6.2.13 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 江東　100　す　   9 2RG-FRR90S2 3,600㎏ 5870×2200×2460 R7.3.5 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 江東 100　さ　496 2RG-FRR90S2 3,750㎏ 5960×2200×2470 R7.3.26 ※4ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 江東　100　は　  35 2KG-FV70HY 10,500㎏ 9390×2490×3270 R5.8.8 ※10ｔアーム式コンテナ車

脱着装置付コンテナ専用車 千葉　131　り　11 KL-FU50MUZ 12,600kg 11100×2490×2860 R5.7.2 ※10ｔアーム式コンテナ車

キャブオーバ 江東　400　さ　1968 TPG-NJR85A 2,000㎏ 4680×1690×1960 R5.8.18 ※2ｔ平車

キャブオーバ 足立102　と　7 2PG-FEB90 3,450㎏ 6870×2200×2760 R5.12.19 ※4ｔクレーン付平ボディー車

キャブオーバ 足立100　そ　9920 TKG-FRR90S2 2,300㎏ 8120×2310×3010 R6.6.20 ※4ｔクレーン付平ボディー車

キャブオーバ 江東100　さ　181 2RG-FRR90S2 3,400㎏ 8200×2270×2470 R6.3.16 ※4ｔ平車

塵芥車 足立800　そ　3147 2PG-FRR90S2 1,800㎏ 6770×2190×2690 R5.11.26 ※4ｔパッカー車

ダンプ 江東　410　さ　2 TPG-FBA30 2,000kg 4690×1690×1980 R5.7.24 ※2ｔダンプ車

ダンプ 千葉　432　ま　11 KK-FE71EBD 2,000kg 4690×1690×1960 R6.2.3 ※2ｔダンプ車

ダンプ 千葉　131　み　11 QKG-FV50VX 9,200kg 7640×2490×3160 R5.10.20 ※10ｔダンプ車

ダンプ 千葉　131　ま　11 QKG-CXZ77AT 9,200㎏ 7760×2490×3350 R5.9.26 ※10ｔダンプ車

バン 江東　100　は　13 QKG-CYJ77A 13,600kg 11960×2490×3780 R5.12.24 ※10tウイング車
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   ①　収集運搬車両一覧表

車両寸法
全長×幅×高さ（ｍｍ）

1

2

3

4

5

6

7

8

21

10

11



NO 車体の形状

1

2

3

4

5

6 日立建機

7 日立建機

8 フォークリフト 三菱ﾛｼﾞﾈｸｽﾄ

9 フォークリフト 三菱ﾛｼﾞﾈｸｽﾄ

10 フォークリフト 三菱ﾛｼﾞﾈｸｽﾄ

11 フォークリフト ユニキャリア

12 フォークリフト 三菱ﾛｼﾞﾈｸｽﾄ

13 コマツ

14 フォークリフト 三菱ﾛｼﾞﾈｸｽﾄ FDE25P-T 新木場スクラップヤード
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FD25T4
新木場リサイクル工場

第1工場

FD15T14 新木場リサイクル工場

ホイールローダー

ペイローダー
ZW50-5B

新木場リサイクル工場

第2工場

油圧ショベル

ユンボ
PC138US-11 新木場スクラップヤード

FD35T5SM
新木場リサイクル工場

第2工場

FD35T5SM
新木場リサイクル工場

第2工場

FD35T5SM 新木場リサイクル工場

油圧ショベル

ユンボ
日立建機 ZX75US-5B

新木場リサイクル工場

第1工場

ホイールローダー

ペイローダー
ZW50-5B

新木場リサイクル工場

第2工場

油圧ショベル

ユンボ
日立建機 ZX75US-5B

新木場リサイクル工場

第1工場

油圧ショベル

ユンボ
日立建機 ZX75US-5B

新木場リサイクル工場

第1工場

油圧ショベル

ユンボ
日立建機 ZX120-6

新木場リサイクル工場

第2工場

油圧ショベル

ユンボ
日立建機 ZX120-6

新木場リサイクル工場

第2工場

②　重機車両一覧表

製造会社 型　式 使用場所 備　考



2022年度

(目標） （実績） (目標）

kw 434,260 424,588

(Kg-CO2) 278,888 184,956

基準年度比 97% 95% 96%

Kg-CO2 1,209 1,226

基準年度比 97% 98% 96%

Kg-CO2 552,986 623,134

基準年度比 97% 109% 96%

Kg-CO2 833,083 809,316 〇

ｔ 3.104 1.6

基準年度比 97% 50% 96%

％ ※１　 52% 53% 93%

基準年度比 3％増 ４％増

㎡ 1,581 1,884

基準年度比 97% 119% 96%

％ 1％ 増 71% 〇 1％増

基準年度比 35% 36% 36%

回/年 継続 実施 ○ 継続

台 継続 １台 ○ 更新時

回/月 継続 実施 ○ 継続

実績 継続 実施 〇 継続

　　　〇　実績と中長期目標

年　　度
2019年度
基準年度

2022年度
評価

2023年度

   環境目標とその実績　
作　成 代表者 環境管理責任者

2023年4月28日 矢作　将彦 蛯子　雅秀

2024年度

(目標） (目標）

１　電力の削減
　　（参考値：二酸化炭素量）

447,691

〇233,391

95% 94%

２　都市ガスによる
　　 二酸化炭素削減

1,246
×

2019年度　 95% 94%

３　車両等の二酸化炭素削減

570,089
×

2019年度　 95% 94%

　上記の二酸化炭素総排出量 804,726

※　都市ガス使用箇所の大幅縮小による実績減。

４　廃棄物排出削減等

2）建設混廃の再資源化率向上 ○
2019年度　 ５％増 ６％増

１）一般廃棄物排出低減
3.2

○
2019年度　 95% 94%

５　水道水の削減
1,630

×

2019年度　 95% 94%

６　受託産廃の再資源化率向上

※２　　34% 2％増 3％増

2019年度　 37% 38%

7 環境整備

屋上緑化の
推進・保全

実施

低公害車への
転換

更新時

P10

  ※ 電力の二酸化炭素排出量は、東京ガス㈱R3年度の調整後排出係数  0.435Kg-CO2/kWh
　　　東京電力エナジーパートナー㈱は同R3年度調整後排出係数の 0.457Kg-CO2/kWhを用い算出した。
 
　※　都市ガスの二酸化炭素排出量は、東京ガスの排出係数2.23㎏/㎥を用い算出した。

　※1　自社排出（解体工事）建設混廃のうち、再資源化の実施率。

　　　
　※2  受託産廃の資源化率向上は、再資源化量を受託産廃物の総中間処理量で割り算して算出。
         尚、サーマル、マテリアル等２次処理委託先の資源化量は含めていない。

　※３　「環境配慮型工事施工の推進」とは、排ガス対策トラック、省エネ・低騒音重機の使用、防音シート囲いの設置、
         散水等による防塵対策や生活時間帯に配慮した施工時間の設定、排出建廃の資源化への取組み表す。

８　地域活動 （駅前等清掃等） 20回以上

9　※３ 環境配慮型工事
　　　　　 施工の推進

実施



新木場リサイクル工場 ・ 新木場作業所（ヤード）

評価

○

×

○

○

×

×

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

解体工事現場

評価

○

○

○

○

○

〇

P-11

環
境
に
配
慮
し
た
施
工
の
推
進

①環境に配慮した騒音・排ガス対策型重機の使用 実施した 継続

②騒音、振動、粉じん対策の推進 実施した 継続

③周囲の環境に配慮した作業時間 実施した 継続

⑥建設副産物の再資源化率向上　有償・無償合せて53％
資源化図る

コンクリートがら・木くずの再資源化を図り、目標達成 継続

④廃棄物の分別、適正処理 実施した 継続

⑤顧客、地域との良好なコミュニケーションの確保 実施した 継続

活　動　計　画 取　組　結　果 次年度取組

継続

③防塵ミスト噴霧常時使用 リサイクル工場での防塵ミスト噴霧を適宜散布から常時使用 継続

駅
前
等
清
掃

①新木場駅前清掃 毎週月曜日に実施 継続

②工場周辺清掃 毎週金曜日に実施

環
境
整
備

①低公害車への転換 昨年に続き低公害車への1台切替した 継続

②屋上緑化の保全・推進 散水の実施、植栽の補修・維持を行った

継続

③本社脇中洲神社清掃 毎朝実施 継続

水
道
水
の
削
減

①節水シール等による呼びかけ 実施した 継続

②節水コマの導入 実施した 継続

③自動水栓(洗面台）活用 実施した 継続

受
託
産
廃
の
資
源
化
率
向
上
等

①廃棄物の選別・減容化で最終処分への輸送効率を高め、
　 省エネを図る

実施した ○ 継続

②危険物、異物の手選別作業を破袋機及びロールスクリーン設
備の稼働より効率化し、出荷廃プラスチックの良質化と増量
を図り資源化を推進する。

異物混入が抑制され、出荷廃プラスチックの良質化が進展し、
資源化に向けた搬出が安定した

○ 継続

③再資源化率の向上：燃料化（サーマル）・有価物選別(マテリア
ル）合計34％を目標

目標達成 ○ 継続

継続

廃
棄
物
の
排
出

削
減

①不用コピー用紙の再利用 利用不可コピー用紙をシュレッダー処理にてリサイクル 継続

②廃ダンボール・袋の資源化・再利用 実施した 継続

③廃缶・壜・ペットの分別、再資源化 実施した

二
酸
化
炭
素
排

出
削
減

車
両
燃
料

①エコドライブの徹底 説明会で意識改革を図った。徹底不十分。 継続

②タイヤ空気圧のチェック 燃料補給時に実施 継続

③走行記録・燃料量確認 燃料量確認が不十分

継続

3.  環境活動計画の内容と取組結果並びに評価・次年度の取組

活　動　計　画 取　組　結　果 次年度取組

電
力
削
減

電
気

①無人時の消灯 無人時の消灯実施はほぼ実行 継続

④待機電力のOFF 離席時に必ず行った 継続

⑤工場棟の水銀灯照明の全面LED化による電力削減 使用電力の６％削減につながった。 継続

②エアコン冷房室温28℃・暖房２０℃ 夏の異常高温により冷房２８度設定守れず 継続

③パソコンの省エネ設定 全てのパソコンに導入 継続



該当条項 遵守評価

14条① 〇

12条① 〇

〇

15条 〇

５.　　代表者による全体評価と見直しの結果

中間処理工程での資源化は困難な傾向にある。

二次処理先への排出量を増加するため処理工程に破袋機に投入することでさらなる再資源化を行い

増加した。

最終処分先に搬出する廃棄物の排出削減を目指していく。

し、今後も高い水準でリサイクル率を保てるように目指す。

P-12

〇受託産業廃棄物の資源化率の向上

受け入れた産廃の中間処理の資源化は基準年度比34%を目指して取り組みを行い目標を達成している。

　世界各国で取組をされているSDGｓの影響もあり排出事業者での資源化リサイクルが行われており

昨年以上に廃プラスチックの資源化率が大幅に向上した。

しかし、中間処理後の産業廃棄物の中間処理は工場の搬入停止となり最終処分場への搬入量が

今後は二次処理先の受入状況等を勘案のうえ、目標資源化率値の見直しを検討するとともに

○　建設副産物の再資源化率

自社排出産廃は排出削減を目標としており、前期より実施の資源化の具体的数値を記録

○　今後に向けて

  社員の環境経営の意識向上させ、事業全体の現状を踏まえたうえで新たな目標の設定や事業

　の発展、拡大にふさわしい環境に配慮した取組の推進を継続していく。

電気量使用料及び㎏‐Co2料に関しては基準年に対し21％低く目標に関しても19%低い数字の為
引き続き削減できるようにする。
受託処理産廃搬入量は昨年より微量であるが結果増加したにも関わらず効率的な重機、設備機器の
操業により基準年、昨年よりも削減した。
車両等の二酸化炭素削減に関しては車両が1台低公害車へ転換したが、目標に対しては未達成。
今年度は車両を3台増車し、1名増員したことにより運搬数、距離が大幅に増加したことが原因だが、
目標に対し18%増となった。今一度アイドリングストップを意識づけることでCo2削減にいそしむ。
水道量は未達。粉じん対策のミストを常時噴霧している為増加したが環境保全は向上しているため
継続してミストの噴霧を行っていく。
環境と経営目標を勘案した「原単位管理」目標を目指したが、設定には検討をさらに重ねることとする。

   令和５年５月１２日、関係法令の自己チェックを行い下記の表の通り違反がないことを確認した。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの指摘、訴訟等も過去3年間ありませんでした。

○　二酸化炭素排出量削減について

要求事項

産業廃棄物処理業許可

産業廃棄物の処理基準

該当設備

管轄する都道府県知事

チェック日

4.  環境関連法規等の遵守状況、訴訟等の有無

建築基準法 令和5年5月12日

令和5年5月12日

運搬車両 令和5年5月12日

産業廃棄物収集運搬の実績報告 令和5年5月12日


